
科目区分 専門分野 
科目名 

日常生活援助技術

Ⅱ(清潔・衣生活) 
対象学生 第 1学年 

単位数(時間数)  1単位(30時間) 学  期 第 1学期 

担当講師 近藤 三枝（臨床経験 16年、教育経験 7年) 

科目目標 清潔と衣生活の日常生活援助技術を習得する。  

授業計画 

第 1 回 清潔の意義                          (講義) 
1.清潔とは 2.日常的な 1日の生活行動 3.身体清潔の意義 
4.清潔行動における価値観の多様性 5.健康障害時の清潔の必要性 
6.清潔援助における看護師の役割 

第 2 回 清潔援助における身体への影響と清潔方法の選択         (講義) 
1.皮膚の構造と機能 2.清潔行動に影響を与える因子と観察 
3.清潔方法の選択 4.洗浄剤の使用 5.清潔援助実施上の原則 

第 3 回 衣生活の意義、整容                      (講義) 
1.整容  1)整容の目的 2)整容実施時の観察と注意点 
2.衣生活 1)衣生活の意義 2)熱生産と熱放散 3)被服気候 

4)衣生活に影響を与える因子 5)寝衣交換の必要性 
6)寝衣交換実施前後の評価 7)寝衣の選択 
8)寝衣交換の方法と注意点  

第 4 回 寝衣交換                              (演習) 
第 5 回  入浴・シャワー浴、部分浴、全身清拭               (講義) 

1.入浴・シャワー浴 
      1)目的 2)入浴動作が身体に及す影響 3)入浴方法の選択と観察  

4)入浴援助時の注意点 
2.部分浴(手浴・足浴) 
1)部分浴の目的 2)部分浴の適応 3)部分浴の適応と禁忌 
4)部分浴の方法と注意点 

3.全身清拭                                                   
      1)全身清拭の目的 2)全身清拭の適応と禁忌 3)全身清拭実施前後の 

評価 4)清拭方法の選択 5)全身清拭の方法と注意点  
第 6～9回 全身清拭①②③④                       (演習) 
第 10回 足浴                              (演習) 
第 11回 洗髪①                              (講義・演習) 
     1.洗髪の目的 2.洗髪の意義 3.洗髪方法の選択  

4.洗髪実施前後の評価 5.洗髪の方法と注意点 
第 12回 洗髪②                                 (演習) 
第 13回 口腔の清潔・陰部の清潔                    (講義) 

1.口腔の清潔 1)口腔ケアの目的 2)口腔の構造と機能  
3)口腔ケアの効果 4)口腔ケア実施前後の評価  
5)口腔ケアの方法と物品の選択 6)口腔ケア時の注意点 
7)義歯の取り扱い 

2.陰部の清潔 1)陰部洗浄の目的 2)陰部の構造と特徴  
3)陰部洗浄実施前後の評価 4)陰部清潔の方法 
5)陰部洗浄時の注意点 

第 14回 陰部洗浄                             (演習) 
第 15回 終了試験 
 

評価方法 筆記試験、課題レポート 技術チェックあり 

テキスト 

系統看護学講座 基礎看護学 3 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 
看護実践のための根拠がわかる基礎看護技術 メヂカルフレンド社 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 皮膚 成人看護学⑫ 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 歯・口腔 成人看護学⑮ 医学書院 

講師からの 
メッセージ 

デモンストレーションや動画の視聴によりイメージ化を行っていく。  
学生間で学内実習を行い、自己・他者評価を行いながら技術を習得する。  
患者体験を通して、援助を受ける患者の心理を理解した上で援助方法を工夫する。 
国家試験出題基準を確認し学習すること。 


